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フジフイルム スクエア 写真歴史博物館 企画写真展 

土田ヒロミ写真展「俗神」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 愛知・一色黒沢  1969年   ©土田ヒロミ 

 

2025年3月27日（木）-6月30日（月） 
会場 ： フジフイルム スクエア 写真歴史博物館   入館無料  

 

■ 写真展の見どころ 

戦後日本を代表する写真家 土田ヒロミの名を一躍世に知らしめる一作となった「俗神
ぞくしん

」。1968年から

1975年にかけて、日本各地の土俗文化を取材した本シリーズから精選したゼラチンシルバープリン

トによる約30点を紹介します。発表から50年近い歳月が流れた今日においても「俗神」の世界は新

鮮で、見るものに多くを問いかけてくれます。 

2025年3月 
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■ 写真展概要 

1971年、第8回太陽賞を受賞した「自閉空間」で写真家として本格的にデビューして以来、多岐

にわたるテーマで意欲的な作品を発表し続けている土田ヒロミは、戦後日本を代表する写真家の 

一人として、国内外で高い評価を得ています。 

 

土田ヒロミの名を一躍世に知らしめる一作となったのが、1968年から1975年にかけて日本各地 

の土俗文化を取材したシリーズ「俗神」です。このシリーズは、「フリーの写真家になることを決

めた際、農家を出自とする自分自身を検証するためにまず土俗文化に対峙する必要性を感じた」と

いう土田の想いが原点となっています。青森から沖縄まで全国津々浦々を巡り、時代を超えて継承

される土俗的なハレの場、なかでも大衆や風物の中にある日本人の土俗的感性を赤裸々にとらえ提

示しました。 

急速な経済成長が土着的なものを容赦なく侵食していく中、土田の視点でとらえられた土地と人々

が紡ぎあげてきた様々なハレの場の記録は、1972年から隔月で『カメラ毎日』に「絆」として連

載され、1974年には、海外で初めて日本の写真家を紹介する大規模な展覧会となったニューヨー

ク近代美術館での「New Japanese Photography」展にも同シリーズの作品が出品されます。

1976年、デビュー作である「自閉空間」からの作品も加え、写真集『俗神』（オットーズ・ブック

ス社）として刊行され大きな反響を呼びました。 

 

本展では、シリーズ「俗神」から精選したゼラチンシルバープリントによる約30点を展示しま

す。大きな転換点の中にいる今という時代だからこそ、「俗神」の世界は、より新鮮に深く見るも

のに多くを問いかけてくれます。 

■ 開催概要 

写 真 展 名： フジフイルム スクエア 写真歴史博物館 企画写真展 
土田ヒロミ写真展「俗神」 

開 催 期 間： 2025年3月27日（木）-6月30日（月）会期中無休 
（開館時間：10:00～19:00・最終日16:00まで・入館は終了10分前まで） 
※ 写真展はやむを得ず、中止・変更させていただく場合がございます。ウェブサイト・電話でご確認ください。 

会 場： フジフイルム スクエア 写真歴史博物館 
〒 107-0052 東京都港区赤坂9-7-3（東京ミッドタウン ミッドタウン・ウェスト1F） 
TEL 03-6271-3350（受付時間：平日10:00～18:00） 
URL  https://fujifilmsquare.jp/guide/museum.html  
※ 写真展情報は、開催日の前月から 富士フイルムウェブサイトにて、ご案内しています。 
※ 祝花はお断りいたします。 

入 館 料： 無料  ※ 企業メセナとして実施しており、より多くの方に楽しんでいただくために入館無料にしております。 

作 品 点 数： 全紙・半切サイズ等、モノクロ、約30点（予定） 
・フィルムによる作品。 
・展示作品は、出展者によるオリジナルプリント（銀塩印画紙）を使用。 

主 催： 富士フイルム株式会社 

後    援： 港区教育委員会 

協 力： Office Nirvana 土田ヒロミ 

企 画： コンタクト 

「写真がはじめてこの世に登場したとき、写すという行為は、非日常的なハレの儀式の執行

であり、写される人びとも、無機的な〈被写体〉ではなく、晴れがましい緊張の一瞬に耐え

ながら、儀式に参加し、積極的に儀式を支えた。土田ヒロミは、人びとがすっかり忘れてし

まった、写真の、この原体験に、今一度復帰しようとする。」 

（『俗神』（オットーズ・ブックス社、1976年）より、「〈俗神〉によせて、安永寿延」） 



 

- 3 - 

■ 出展者のプロフィール 

土田ヒロミ（つちだ・ひろみ） 

1939年福井県南条郡堺村（現・南越前町）生まれ。1963年、福井大学工学部卒業後、ポーラ化粧品

本舗に入社。1964年、東京勤務を機に東京綜合写真専門学校研究科で学ぶ。1966年、同校卒業。

1971年、独立し写真家の道を選ぶ。同年、「自閉空間」で第8回太陽賞受賞。1976年頃から開始した

「ヒロシマ三部作」は『ヒロシマ1945-1979』（朝日ソノラマ、1979年）、『ヒロシマ・モニュメン

ト』（冬青社、1995年）、『ヒロシマ・コレクション』（NHK出版、1995年）として刊行され、現在に

至るまで広島の撮影を続けている。1984年、第40回日本写真協会年度賞、1987年、第3回伊奈信男

賞を受賞。2008年、「土田ヒロミのニッポン」（東京都写真美術館）により第27回土門拳賞受賞。

1992年から96年まで東京綜合写真専門学校校長を務める。2000年から13年まで大阪芸術大学写真

学科教授。上記の他、主な写真集に『俗神』（オットーズ・ブックス、1976年）、『砂を数える』（冬

青社、1990年）、『新・砂を数える』（冬青社、2005年）、『BERLIN』（平凡社、2011年）、『フクシ

マ』（みすず書房、2018年）、『Aging』（ふげん社、2022年）など。東京都写真美術館、東京国立近

代美術館、ボストン美術館、テート・モダン、カナダ国立美術館、ニューヨーク近代美術館、サンフ

ランシスコ近代美術館、ポンピドゥー・センターなどに作品が収蔵されている。 
 

■ 写真展併催イベント  

ギャラリートーク 4月5日（土）・5月24日（土）各日14:00から・30～40分間 
         講師：土田ヒロミ  （参加無料・予約不要） 

※ 写真展会場内で実施、座席はございません。予めご了承ください。  

※ 写真展・イベントはやむを得ず、中止・変更させていただく場合がございます。予めご了承ください。  

■ 出展作品の一部（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森・弘前  1972年 ©土田ヒロミ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山梨・富士山  1973年 ©土田ヒロミ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良・大峰山  1972年  ©土田ヒロミ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京・浅草  1970年 ©土田ヒロミ 
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[ 写真使用についてのお願い ] 
①本写真展の告知以外にはご使用にならないでください。 また、使用終了後は、写真データを破棄ください。 

②トリミングはお控えください。 ③クレジット表記がある場合は明記ください。 ④写真の上に文字は載せないでください。 

 

■ フジフイルム スクエア 写真歴史博物館 について ～ 190年を越える写真の変遷を中心とした展示 ～ 

貴重なアンティークカメラや富士フイルムの歴代カメラの展示に加え、歴史的に価値のある写真を展示する企画展

も定期的に開催しております。写真の文化、カメラの歴史的進化をご覧いただける希少価値の高い博物館です。

190年を越える写真文化の変遷をぜひお楽しみください。 
  

 
写真歴史博物館は、2024年、公益社団法人企業メセナ協議会より、「芸術・文化振興による 
社会創造活動」として「THIS IS MECENAT 2024」の認定を受けております。 

 


